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り，1982 年の 24 時間予報平均誤差は 200 





2013 年台⾵第 13 号（Yagi）はフィリピンの
東の海上で 6 ⽉ 8 ⽇ 12 UTC 頃に発⽣し，
10 ⽇ 12 UTC 頃に最も強くなり，12 ⽇ 06 




初期時刻からの ECMWF 及び NCEP の予報
では北東進を続け東海沖に向うベストトラ
ックに近い進路が予想されていた。 
 我々は Yagi に対する複数の初期値及び複
数のモデルを⽤いた「たすき掛け実験」を⾏






図 1 2013 年 6 ⽉ 9 ⽇ 12 UTC を初期時刻
とした予測実験における進路（a）及び中⼼
気圧（hPa, b）。⾚，⻘，緑線はそれぞれ気象
庁，ECMWF，NCEP の初期値，記号 □A ，
□J , □N , □U は AFES, JMA GSM, NICAM, 
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に対し，NCEP の初期値（緑線）を NCEP 
GSM（□U ）及び AFES（□A ）に与えた実験
や ECMWF の初期値（⻘線）をそれぞれ JMA 
GSM（□J ），AFES（□A ）及び⾮静⼒学⼤気
モデル NICAM（□N ）に与えた実験ではベス






す る が ， 同 じ 初 期 値 で は JMA GSM と
NICAM を⽤いるとより発達する傾向があ
る。 








 本研究で⽤いた OpenIFS のバージョンは
Cy38r1 である。鉛直層数はいずれも 60 層
で，⽔平解像度は TL159（時間刻み幅 3600 
s），255（同 2700 s）, 511（同 1200 s）であ
る。初期値は ECMWF 現業解析である。計
算はパソコン（Mac Pro 2013）やパソコン




















前線に着⽬した。図 3 は 24 時間予報におけ
る前 6 時間降⽔量（mm）と海⾯気圧（hPa）
である。予報初期であるため，台⾵の位置は


















 ECMWF の現業解析と OpenIFS を⽤いて
2013 年台⾵第 3 号（Yagi）の進路予想に対
する解像度依存性について調べた。初期時刻
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図 2 図 1 と同様。ただし，OpenIFS 
TL159（▼），TL255（▲），TL511（■）
L60 を⽤い ECMWF の現業解析を初期
値に⽤いた実験。□J ，□E はそれぞれ気





（mm，陰影）。2013 年 6 ⽉ 13 ⽇ 12 









謝辞 OpenIFS 及び初期値は Glenn Carver
⽒を通じて ECMWF から提供を受けた。本




AFES: Atmospheric General Circulation 
Model for the Earth Simulator（地球シミュ
レータ⽤⼤気⼤循環モデル） 
ECMWF: European Centre for Medium-
range Weather Forecasts（欧州中期予報セン
ター） 
NCEP: National Centers for Environmental 
Prediction（⽶国環境予測センター） 
NICAM: Nonhydrostatic Icosahederal 
Atmospheric Model（⾮静⼒学正 20 ⾯体格
⼦⼤気モデル） 
OpenIFS: ECMWF IFS（Integrated Forecast 
System，統合予報システム）のコミュニティ
版 




UTC: Coordinated Universal Time（協定世
界時） 
図 2 図 3 と同様。ただし 700 hPa ⾯流線
函数。c は b−a。 
a) 
b) 
c) 
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